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　 　 【 請 求 項 １ 】 　 動 力 駆 動 チ ェ ー ン ソ ー な ど の 手 持 ち 作 業 装 置 の 内 燃 エ ン ジ ン の 、 ２ つ
の ハ ウ ジ ン グ シ ェ ル （ ２ ， ３ ） か ら 組 立 て 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ （ １ ） か ら な る 排 ガ ス 消
音 器 で あ っ て 、
　 内 燃 エ ン ジ ン の 排 ガ ス ダ ク ト と 接 続 さ れ る 排 ガ ス 入 口 （ ４ ） を １ つ の ハ ウ ジ ン グ シ ェ ル
（ ２ ） に 設 け 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） か ら 排 ガ ス を 排 出 す る 排 ガ ス 出 口 （ ５ ） を 備 え 、
排 ガ ス 入 口 （ ４ ） と 排 ガ ス 出 口 （ ５ ） と の 間 に 触 媒 要 素 （ ７ ） を 備 え た 形 式 の も の に お い
て 、
　 排 ガ ス 入 口 （ ４ ） を 介 し て 流 入 す る 排 ガ ス 流 （ １ ０ ） の 第 １ 部 分 流 が 、 触 媒 要 素 （ ７ ）
と 接 触 す る 状 態 で 案 内 さ れ 、 第 ２ 部 分 流 が 、 本 質 的 に 触 媒 要 素 （ ７ ） と 接 触 せ ず に 排 ガ ス
出 口 （ ５ ） へ 流 れ 、 こ れ ら の 部 分 流 （ ２ ２ ， ２ ３ ） が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） か ら 出 る
前 に 、 合 流 さ れ 、 相 互 に 混 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 排 ガ ス 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 排 ガ ス 流 （ １ ０ ） が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に 流 入 直 後 に 、 第 １ 部
分 流 お よ び 第 ２ 部 分 流 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 排 ガ ス 入 口 （ ４ ） に は 、 排 ガ ス 流 （ １ ０ ） を 案 内 す る 少 な く と も １ つ
の 誘 導 壁 （ １ ４ ， ３ １ ， ３ ２ ， ４ ５ ， ５ ５ ） が 続 い て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た
は ２ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 誘 導 壁 （ １ ４ ， ３ １ ， ３ ２ ， ４ ５ ， ５ ５ ） が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ （ １
） に 排 ガ ス 流 入 方 向 へ 貫 入 し 、 ハ ウ ジ ン グ シ ェ ル （ ２ ， ３ ） に 当 接 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 誘 導 壁 （ １ ４ ） が 、 導 入 パ イ プ （ １ ５ ） か ら 形 成 さ れ 、 上 記 導 入 パ イ
プ の 周 壁 （ １ ６ ） に は 、 シ ャ ワ ー の 態 様 で 、 多 数 の 流 出 孔 （ １ ７ ， １ ８ ） が 設 置 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　 導 入 パ イ プ （ １ ５ ） が 、 ほ ぼ 楕 円 形 の 横 断 面 を 有 し 、 端 面 に お い て 閉
鎖 さ れ て お り 、 取 付 ね じ の た め の 縦 軸 線 に 平 行 に 配 置 さ れ た 受 け ス リ ー ブ （ ２ ９ ） が 、 導
入 パ イ プ （ １ ５ ） に 貫 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　

請 求 項 ６

請 求 項 ７ 前 記 導 入 パ イ プ （ １ ５ ） は 、 端 面 に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ シ ェ ル （ ２ ，



　 　 【 】 　 流 出 孔 （ １ ８ ） の 一 部 が 、 触 媒 要 素 （ ７ ） に 開 口 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　

　 　 【 】 　

　 　 【 】 　 触 媒 要 素 （ ７ ） が 、 触 媒 的 に 有 効 な 材 料 を 含 む ハ ウ ジ ン グ 槽 （ １ ９
） か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ － の １ つ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　

　 　 【 請 求 項 】 　 中 間 壁 （ ８ ） が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 内 部 ス ペ ー ス （ ６ ） を
排 ガ ス 流 入 方 向 （ １ ０ ） に 対 し て 直 角 に ２ つ の 別 個 の チ ャ ン バ （ １ １ ， １ ２ ） に 分 割 し 、
上 記 チ ャ ン バ は 、 中 間 壁 （ ８ ） の 接 続 開 口 （ １ ３ ） を 介 し て 相 互 に 連 通 し 、 中 間 壁 （ ８ ）
に は 導 入 パ イ プ （ １ ５ ） が 貫 入 し 、 前 記 流 出 孔 （ １ ７ ， １ ８ ） が 、 １ つ の チ ャ ン バ （ １ １
） お よ び 他 の チ ャ ン バ （ １ ２ ） に 開 口 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ － の １ つ に 記 載
の 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 触 媒 要 素 （ ７ ） が 、 中 間 壁 （ ８ ） 内 に 位 置 し 、 処 理 ず み 排 ガ ス が 、
１ つ の チ ャ ン バ （ １ １ ） お よ び ／ ま た は 他 の チ ャ ン バ （ １ ２ ） に 流 出 で き る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 相 互 に ほ ぼ 平 行 に 位 置 し 、 排 ガ ス 入 口 （ ４ ） が 開 口 す る 導 入 シ ャ フ
ト （ ３ ０ ） を 形 成 す る ２ つ の 誘 導 壁 （ ３ １ ， ３ ２ ） が 設 け て あ り 、 誘 導 壁 （ ３ １ ， ３ ２ ）
の 少 な く と も １ つ が 、 触 媒 材 料 か ら な る 被 覆 層 を 担 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ － ４
の １ つ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 導 入 シ ャ フ ト （ ３ ０ ） に は 、 取 付 ね じ （ ２ ８ ） の 受 容 ス リ ー ブ （ ２
９ ） が 設 け て あ り 、 受 容 ス リ ー ブ （ ２ ９ ） が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に 貫 入 し 、 所 定 の
間 隙 （ ｓ ） を 置 い て 誘 導 壁 （ ３ １ ， ３ ２ ） の 間 の 間 隔 を 埋 め 、 少 な く と も １ つ の 誘 導 壁 （
３ １ ） に 、 流 出 孔 （ ３ ３ ） が シ ャ ワ ー 状 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に
記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 中 間 壁 （ ８ ） が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 内 部 ス ペ ー ス （ ６ ） を
排 ガ ス 流 入 方 向 （ １ ０ ） に 対 し て 直 角 に ２ つ の 別 個 の チ ャ ン バ （ １ １ ， １ ２ ） に 分 割 し 、
こ れ ら チ ャ ン バ は 、 中 間 壁 （ ８ ） の 接 続 開 口 （ １ ３ ） を 介 し て 相 互 に 連 通 し 、 中 間 壁 （ ８
） に は 導 入 シ ャ フ ト （ ３ ０ ） が 貫 入 し 、 該 流 出 孔 （ ３ ３ ） が 、 入 口 側 の チ ャ ン バ （ １ １ ）
に 開 口 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 又 は に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 誘 導 壁 （ ３ １ ， ３ ２ ） が 、 Ｕ 字 部 材 （ ３ ４ ） の 脚 を 形 成 し 、 上 記 Ｕ
字 部 材 の 底 部 ウ ェ ブ （ ３ ５ ） に は 、 排 ガ ス 入 口 （ ４ ） と 合 致 す る 流 入 口 （ ３ ６ ） が 設 け て
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 － の １ つ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　 中 間 壁 （ ８ ） が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 内 部 ス ペ ー ス （ ６ ） を
排 ガ ス 流 入 方 向 （ １ ０ ） に 対 し て 直 角 に ２ つ の 別 個 の チ ャ ン バ （ １ １ ， １ ２ ） に 分 割 し 、
こ れ ら の チ ャ ン バ は 、 中 間 壁 （ ８ ） の 接 続 開 口 （ １ ３ ） を 介 し て 相 互 に 連 通 し 、 中 間 壁 （
８ ） が 、 こ れ ら の チ ャ ン バ （ １ １ ， １ ２ ） の 間 に 第 １ ， 第 ２ 接 続 開 口 （ １ ３ ， １ ３ ´ ） を
有 し 、 一 方 の 接 続 開 口 （ １ ３ ´ ） の 流 動 路 に は 、 触 媒 要 素 （ ７ ） が 設 け て あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ － ４ の １ つ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　

　 　 【 】 　 触 媒 要 素 （ ７ ） が 、 ほ ぼ 平 行 に 並 置 さ れ た 多 数 の 触 媒 板 （ ３ ８ ） か
ら な り 、 上 記 触 媒 板 は 、 成 形 さ れ た 保 持 ラ グ （ ３ ９ ） を 介 し て 保 持 折 曲 部 （ ４ ０ ） の 受 容
ス リ ッ ト （ ４ １ ） に 挿 入 さ れ て １ つ の 構 造 ユ ニ ッ ト に 統 合 さ れ 、 中 間 壁 （ ８ ） に 対 し て ほ
ぼ 垂 直 を な し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　
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３ ） に よ っ て 閉 鎖 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 消 音 器 。
請 求 項 ８

５ － ７ の １ つ に
請 求 項 ９ 前 記 触 媒 要 素 （ ７ ） は 、 前 記 誘 導 壁 （ １ ４ ） に よ っ て 担 持 さ れ る こ と

を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 消 音 器 。
請 求 項 １ ０ 前 記 誘 導 壁 （ １ ４ ） は 、 導 入 パ イ プ （ １ ５ ） と し て 構 成 さ れ る こ と

を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 消 音 器 。
請 求 項 １ １

１ ０
請 求 項 １ ２ 前 記 触 媒 要 素 （ ７ ） は 、 触 媒 を 被 覆 し た 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 消 音 器 。
１ ３

１ ２

１ ４

１ ３
１ ５

１ ６

１ ５

１ ７

１ ５ １ ６
１ ８

１ ５ １ ７
請 求 項 １ ９

請 求 項 ２ ０ 前 記 触 媒 要 素 （ ７ ） は 、 出 口 側 の チ ャ ン バ （ １ ２ ） に 位 置 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 消 音 器 。

請 求 項 ２ １

１ ９ 又 は ２ ０
請 求 項 ２ ２ 前 記 保 持 折 曲 部 （ ４ ０ ） は 、 中 間 壁 （ ８ ） に 固 定 さ れ て い る こ と を



　 　 【 請 求 項 】 　 第 ２ 接 続 開 口 （ １ ３ ´ ） が 、 前 記 触 媒 板 （ ３ ８ ） の 間 に 開 口 し 、 触
媒 板 （ ３ ８ ） に は 流 通 孔 （ ４ ４ ） が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　 誘 導 壁 （ ４ ５ ， ５ ５ ） が 、 内 壁 と し て 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） を
排 ガ ス 流 入 方 向 （ １ ０ ） に お い て 分 割 し 、 排 ガ ス が 、 流 入 方 向 （ １ ０ ） に 対 し て 直 角 に 誘
導 壁 （ ４ ５ ， ５ ５ ） に 沿 っ て 排 ガ ス 入 口 （ ４ ） か ら 排 ガ ス 出 口 （ ５ ） へ 案 内 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 － の １ つ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　

　 　 【 】 　 排 ガ ス 流 が 、 流 入 方 向 （ １ ０ ） に 対 し て 直 角 に 、 排 ガ ス 入 口 （ ４ ）
の ま わ り に 部 分 円 状 に 排 ガ ス 出 口 （ ５ ） へ 案 内 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　

　 　 【 】 　 中 間 壁 （ ８ ） が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 内 部 ス ペ ー ス （ ６ ） を
排 ガ ス 流 入 方 向 （ １ ０ ） に 対 し て 直 角 に ２ つ の 別 個 の チ ャ ン バ （ １ １ ， １ ２ ） に 分 割 し 、
該 中 間 壁 （ ８ ） に は 、 こ れ ら の チ ャ ン バ （ １ １ ， １ ２ ） を 相 互 に 接 続 す る 流 動 パ イ プ （ １
０ ０ ） が 保 持 さ れ て お り 、 流 動 パ イ プ （ １ ０ ０ ） の 縦 方 向 へ 延 び 且 つ 縦 縁 （ ９ ８ ） の 範 囲
で 流 動 パ イ プ （ １ ０ ０ ） に 保 持 さ れ た 触 媒 板 （ ９ ９ ） が 、 上 記 流 動 パ イ プ 内 に 設 け て あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ － ４ の １ つ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　

　 　 【 請 求 項 】 　 流 動 パ イ プ （ １ ０ ０ ） が 、 触 媒 板 （ ９ ９ ） に よ っ て 、 本 質 的 に 、 流
動 パ イ プ （ １ ０ ０ ） の 縦 方 向 へ 延 び 空 間 的 に 分 離 さ れ た ２ つ の 流 動 路 （ ８ ８ ， ８ ９ ） に 分
割 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　 触 媒 板 （ ９ ９ ） が 、 流 動 パ イ プ （ １ ０ ０ ） の 縦 中 心 線 （ １ ０ １ ） の
ま わ り に ラ セ ン 状 に ね じ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 消 音 器
。
　 　 【 】 　

　 　 【 請 求 項 】 　 触 媒 板 （ ９ ９ ） が 、 流 動 パ イ プ （ １ ０ ０ ） の 長 さ に わ た っ て 、 約 ５
４ ０ ° － 約 ９ ０ ０ ° の 合 計 ね じ り 角 度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記
載 の 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 流 動 パ イ プ （ １ ０ ０ ） が 、 一 端 に 、 １ つ の チ ャ ン バ （ １ １ ） に 接 続
さ れ る 導 入 口 （ ８ ５ ） を 有 し 、 他 端 に 、 他 の チ ャ ン バ （ １ ２ ） に 接 続 さ れ る 排 出 口 （ ８ ６
） を 有 し 、 触 媒 板 （ ９ ９ ） が 、 本 質 的 に 、 導 入 口 （ ８ ５ ） か ら 排 出 口 （ ８ ６ ） ま で 延 び る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 － の １ つ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 流 動 パ イ プ （ １ ０ ０ ） が 、 中 間 壁 （ ８ ） に 対 し て ほ ぼ 平 行 に 配 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 － の １ つ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 請 求 項 】 　 中 間 壁 （ ８ ） が 、 相 互 に ほ ぼ 平 行 な ２ つ の 部 分 壁 （ ７ ３ ， ７ ４ ） か
ら な り 、 流 動 パ イ プ （ １ ０ ０ ） が 、 部 分 壁 （ ７ ３ ， ７ ４ ） の 間 に 保 持 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 － の １ つ に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　 流 動 パ イ プ （ １ ０ ０ ） が 、 ２ つ の パ イ プ 半 部 （ ７ ７ ， ７ ８ ） か ら な
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 消 音 器 。
　 　 【 】 　
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特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 消 音 器 。
２ ３

１ ９ － ２ ２ の
１ つ

請 求 項 ２ ４

１ ９ ２ ３
請 求 項 ２ ５ 前 記 誘 導 壁 （ ４ ５ ， ５ ５ ） は 、 排 ガ ス 流 入 方 向 （ １ ０ ） に 対 し て 直

角 方 向 に ハ ウ ジ ン グ 壁 （ ６ ） か ら 距 離 （ ｙ ） だ け 離 れ て 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ ４ に 記 載 の 消 音 器 。

請 求 項 ２ ６
２ ３ － ２ ５

の １ つ
請 求 項 ２ ７ 前 記 排 ガ ス 流 は 、 流 入 方 向 （ １ ０ ） に 対 し て 直 角 に 、 排 ガ ス 入 口 （

４ ） の ま わ り に ラ セ ン 状 に 排 ガ ス 出 口 （ ５ ） へ 案 内 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に
記 載 の 消 音 器 。

請 求 項 ２ ８

請 求 項 ２ ９ 前 記 触 媒 板 （ ９ ９ ） は 、 両 面 で 被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ ８ に 記 載 の 消 音 器 。

３ ０

２ ８ 又 は ２ ９
請 求 項 ３ １

２ ９ 又 は ３ ０

請 求 項 ３ ２ 前 記 触 媒 板 （ ９ ９ ） は 、 流 動 パ イ プ （ １ ０ ０ ） の 縦 中 心 線 （ １ ０ １
） の ま わ り に 均 一 に ね じ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 消 音 器 。

３ ３
３ １ 又 は ３ ２

３ ４

２ ８ ３ ３
３ ５

２ ８ ３ ４
３ ６

２ ８ ３ ５
請 求 項 ３ ７

３ ６
請 求 項 ３ ８ １ つ の パ イ プ 半 部 （ ７ ７ ） は 、 １ つ の 部 分 壁 （ ７ ３ ） に 一 体 に 構 成

さ れ 、 他 の パ イ プ 半 部 （ ７ ８ ） は 、 他 の 部 分 壁 （ ７ ４ ） に 一 体 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 消 音 器 。



　 　 【 請 求 項 】 　 触 媒 板 （ ９ ９ ） の 縦 縁 （ ９ ８ ） が 、 両 パ イ プ 半 部 （ ７ ７ ， ７ ８ ） の
間 の 分 離 面 （ ５ ９ ） の 範 囲 に 締 付 状 態 で 保 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 消 音 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 【 解 決 手 段 】
　 こ の 課 題 は 、 本 発 明 に も と づ き 請 求 項 １ の 特 徴 記 載 部 分 に 開 示 の 特 徴 に よ っ て 解 決 さ れ
る 。

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 は 、 他 の 請 求 項 、 詳 細 な 説 明 お よ び 本 発 明 の 以 下 に 説 明 す る 実 施 例 を
示 す 図 面 か ら 明 ら か に さ れ て い る 。
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３ ９
３ ７ 又 は

３ ８

即 ち 、 本 発 明 の 一 視 点 に お い て 、 動 力 駆 動 チ ェ ー ン ソ ー な ど の 手 持 ち 作 業 装 置 の 内 燃
エ ン ジ ン の 、 ２ つ の ハ ウ ジ ン グ シ ェ ル か ら 組 立 て 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ か ら な る 排 ガ ス 消
音 器 で あ っ て 、 内 燃 エ ン ジ ン の 排 ガ ス ダ ク ト と 接 続 さ れ る 排 ガ ス 入 口 を １ つ の ハ ウ ジ ン グ
シ ェ ル に 設 け 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ か ら 排 ガ ス を 排 出 す る 排 ガ ス 出 口 を 備 え 、 排 ガ ス 入 口 と
排 ガ ス 出 口 と の 間 に 触 媒 要 素 を 備 え た 形 式 の 排 ガ ス 消 音 器 が 提 供 さ れ る 。 こ の 排 ガ ス 消 音
器 に お い て 、 排 ガ ス 入 口 を 介 し て 流 入 す る 排 ガ ス 流 の 第 １ 部 分 流 が 、 触 媒 要 素 と 接 触 す る
状 態 で 案 内 さ れ 、 第 ２ 部 分 流 が 、 本 質 的 に 触 媒 要 素 と 接 触 せ ず に 排 ガ ス 出 口 へ 流 れ 、 こ れ
ら の 部 分 流 が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ か ら 出 る 前 に 、 合 流 さ れ 、 相 互 に 混 合 さ れ る こ と を 特 徴
と す る （ 形 態 １ ・ 基 本 構 成 ） 。

な お 、 こ こ に 、 上 記 基 本 構 成 を 形 態 １ と し て 示 し 、 更
に 、 従 属 請 求 項 の 対 象 で も あ る 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を そ れ ぞ れ 示 す 。

（ 形 態 １ ） 　 上 掲 。
（ 形 態 ２ ） 　 上 記 形 態 １ の 消 音 器 に お い て 、 排 ガ ス 流 が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ に 流 入 直 後

に 、 第 １ 部 分 流 お よ び 第 ２ 部 分 流 に 分 割 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
（ 形 態 ３ ） 　 上 記 形 態 １ 又 は ２ の 消 音 器 に お い て 、 排 ガ ス 入 口 に は 、 排 ガ ス 流 を 案 内 す

る 少 な く と も １ つ の 誘 導 壁 が 続 い て い る こ と が 好 ま し い 。
（ 形 態 ４ ） 　 上 記 形 態 ３ の 消 音 器 に お い て 、 誘 導 壁 が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ に 排 ガ ス 流 入

方 向 へ 貫 入 し 、 ハ ウ ジ ン グ シ ェ ル に 当 接 す る こ と が 好 ま し い 。
（ 形 態 ５ ） 　 上 記 形 態 ３ 又 は ４ の 消 音 器 に お い て 、 誘 導 壁 が 、 導 入 パ イ プ か ら 形 成 さ れ

、 上 記 導 入 パ イ プ の 周 壁 に は 、 シ ャ ワ ー の 態 様 で 、 多 数 の 流 出 孔 が 設 置 さ れ て い る こ と が
好 ま し い 。

（ 形 態 ６ ） 　 上 記 形 態 ５ の 消 音 器 に お い て 、 導 入 パ イ プ が 、 ほ ぼ 楕 円 形 の 横 断 面 を 有 し
、 端 面 に お い て 閉 鎖 さ れ て お り 、 取 付 ね じ の た め の 縦 軸 線 に 平 行 に 配 置 さ れ た 受 け ス リ ー
ブ が 、 導 入 パ イ プ に 貫 入 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ７ ） 　 上 記 形 態 ６ の 消 音 器 に お い て 、 前 記 導 入 パ イ プ は 、 端 面 に お い て 、 ハ ウ ジ
ン グ シ ェ ル に よ っ て 閉 鎖 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ８ ） 　 上 記 形 態 ５ ～ ７ の 消 音 器 に お い て 、 流 出 孔 の 一 部 が 、 触 媒 要 素 に 開 口 す る
こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ９ ） 　 上 記 形 態 ８ の 消 音 器 に お い て 、 前 記 触 媒 要 素 は 、 前 記 誘 導 壁 に よ っ て 担 持
さ れ る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ０ ） 　 上 記 形 態 ９ の 消 音 器 に お い て 、 前 記 誘 導 壁 は 、 導 入 パ イ プ と し て 構 成 さ
れ る こ と が 好 ま し い 。
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（ 形 態 １ １ ） 　 上 記 形 態 １ ～ １ ０ の 消 音 器 に お い て 、 触 媒 要 素 が 、 触 媒 的 に 有 効 な 材 料
を 含 む ハ ウ ジ ン グ 槽 か ら な る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ２ ） 　 上 記 形 態 １ １ の 消 音 器 に お い て 、 前 記 触 媒 要 素 は 、 触 媒 を 被 覆 し た 材 料
か ら な る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ３ ） 　 上 記 形 態 ５ ～ １ ２ の 消 音 器 に お い て 、 中 間 壁 が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ の 内
部 ス ペ ー ス を 排 ガ ス 流 入 方 向 に 対 し て 直 角 に ２ つ の 別 個 の チ ャ ン バ に 分 割 し 、 上 記 チ ャ ン
バ は 、 中 間 壁 の 接 続 開 口 を 介 し て 相 互 に 連 通 し 、 中 間 壁 に は 導 入 パ イ プ が 貫 入 し 、 前 記 流
出 孔 が 、 １ つ の チ ャ ン バ お よ び 他 の チ ャ ン バ に 開 口 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ４ ） 　 上 記 形 態 １ ３ の 消 音 器 に お い て 、 触 媒 要 素 が 、 中 間 壁 内 に 位 置 し 、 処 理
ず み 排 ガ ス が 、 １ つ の チ ャ ン バ お よ び ／ ま た は 他 の チ ャ ン バ に 流 出 で き る こ と が 好 ま し い
。

（ 形 態 １ ５ ） 　 上 記 形 態 １ ～ ４ の 消 音 器 に お い て 、 相 互 に ほ ぼ 平 行 に 位 置 し 、 排 ガ ス 入
口 が 開 口 す る 導 入 シ ャ フ ト を 形 成 す る ２ つ の 誘 導 壁 が 設 け て あ り 、 誘 導 壁 の 少 な く と も １
つ が 、 触 媒 材 料 か ら な る 被 覆 層 を 担 持 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ６ ） 　 上 記 形 態 １ ５ の 消 音 器 に お い て 、 導 入 シ ャ フ ト に は 、 取 付 ね じ の 受 容 ス
リ ー ブ が 設 け て あ り 、 受 容 ス リ ー ブ が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ に 貫 入 し 、 所 定 の 間 隙 を 置 い て
誘 導 壁 の 間 の 間 隔 を 埋 め 、 少 な く と も １ つ の 誘 導 壁 に 、 流 出 孔 が シ ャ ワ ー 状 に 構 成 さ れ て
い る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ７ ） 　 上 記 形 態 １ ５ 又 は １ ６ の 消 音 器 に お い て 、 中 間 壁 が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ
の 内 部 ス ペ ー ス を 排 ガ ス 流 入 方 向 に 対 し て 直 角 に ２ つ の 別 個 の チ ャ ン バ に 分 割 し 、 こ れ ら
チ ャ ン バ は 、 中 間 壁 の 接 続 開 口 を 介 し て 相 互 に 連 通 し 、 中 間 壁 に は 導 入 シ ャ フ ト が 貫 入 し
、 該 流 出 孔 が 、 入 口 側 の チ ャ ン バ に 開 口 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 １ ８ ） 　 上 記 形 態 １ ５ ～ １ ７ の 消 音 器 に お い て 、 誘 導 壁 が 、 Ｕ 字 部 材 の 脚 を 形 成
し 、 上 記 Ｕ 字 部 材 の 底 部 ウ ェ ブ に は 、 排 ガ ス 入 口 と 合 致 す る 流 入 口 が 設 け て あ る こ と が 好
ま し い 。

（ 形 態 １ ９ ） 　 上 記 形 態 １ ～ ４ の 消 音 器 に お い て 、 中 間 壁 が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ の 内 部
ス ペ ー ス を 排 ガ ス 流 入 方 向 に 対 し て 直 角 に ２ つ の 別 個 の チ ャ ン バ に 分 割 し 、 こ れ ら の チ ャ
ン バ は 、 中 間 壁 の 接 続 開 口 を 介 し て 相 互 に 連 通 し 、 中 間 壁 が 、 こ れ ら の チ ャ ン バ の 間 に 第
１ ， 第 ２ 接 続 開 口 を 有 し 、 一 方 の 接 続 開 口 の 流 動 路 に は 、 触 媒 要 素 が 設 け て あ る こ と が 好
ま し い 。

（ 形 態 ２ ０ ） 　 上 記 形 態 １ ９ の 消 音 器 に お い て 、 前 記 触 媒 要 素 は 、 出 口 側 の チ ャ ン バ に
位 置 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ２ １ ） 　 上 記 形 態 １ ９ 又 は ２ ０ の 消 音 器 に お い て 、 触 媒 要 素 が 、 ほ ぼ 平 行 に 並 置
さ れ た 多 数 の 触 媒 板 か ら な り 、 上 記 触 媒 板 は 、 成 形 さ れ た 保 持 ラ グ を 介 し て 保 持 折 曲 部 の
受 容 ス リ ッ ト に 挿 入 さ れ て １ つ の 構 造 ユ ニ ッ ト に 統 合 さ れ 、 中 間 壁 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 を な
し て い る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ２ ２ ） 　 上 記 形 態 ２ １ の 消 音 器 に お い て 、 前 記 保 持 折 曲 部 は 、 中 間 壁 に 固 定 さ れ
て い る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ２ ３ ） 　 上 記 形 態 １ ９ ～ ２ ２ の 消 音 器 に お い て 、 第 ２ 接 続 開 口 が 、 前 記 触 媒 板 の
間 に 開 口 し 、 触 媒 板 に は 流 通 孔 が 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ２ ４ ） 　 上 記 形 態 １ ９ ～ ２ ３ の 消 音 器 に お い て 、 誘 導 壁 が 、 内 壁 と し て 、 消 音 器
ハ ウ ジ ン グ を 排 ガ ス 流 入 方 向 に お い て 分 割 し 、 排 ガ ス が 、 流 入 方 向 に 対 し て 直 角 に 誘 導 壁
に 沿 っ て 排 ガ ス 入 口 か ら 排 ガ ス 出 口 へ 案 内 さ れ る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ２ ５ ） 　 上 記 形 態 ２ ４ の 消 音 器 に お い て 、 前 記 誘 導 壁 は 、 排 ガ ス 流 入 方 向 に 対 し
て 直 角 方 向 に ハ ウ ジ ン グ 壁 か ら 距 離 （ ｙ ） だ け 離 れ て 位 置 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ２ ６ ） 　 上 記 形 態 ２ ３ ～ ２ ５ の 消 音 器 に お い て 、 排 ガ ス 流 が 、 流 入 方 向 に 対 し て
直 角 に 、 排 ガ ス 入 口 の ま わ り に 部 分 円 状 に 排 ガ ス 出 口 へ 案 内 さ れ る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ２ ７ ） 　 上 記 形 態 ２ ６ の 消 音 器 に お い て 、 前 記 排 ガ ス 流 は 、 流 入 方 向 に 対 し て 直
角 に 、 排 ガ ス 入 口 の ま わ り に ラ セ ン 状 に 排 ガ ス 出 口 へ 案 内 さ れ る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ２ ８ ） 　 上 記 形 態 １ ～ ４ の 消 音 器 に お い て 、 中 間 壁 が 、 消 音 器 ハ ウ ジ ン グ の 内 部
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ス ペ ー ス を 排 ガ ス 流 入 方 向 に 対 し て 直 角 に ２ つ の 別 個 の チ ャ ン バ に 分 割 し 、 該 中 間 壁 に は
、 こ れ ら の チ ャ ン バ を 相 互 に 接 続 す る 流 動 パ イ プ が 保 持 さ れ て お り 、 流 動 パ イ プ の 縦 方 向
へ 延 び 且 つ 縦 縁 の 範 囲 で 流 動 パ イ プ に 保 持 さ れ た 触 媒 板 が 、 上 記 流 動 パ イ プ 内 に 設 け て あ
る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ２ ９ ） 　 上 記 形 態 ２ ８ の 消 音 器 に お い て 、 前 記 触 媒 板 は 、 両 面 で 被 覆 さ れ て い る
こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ３ ０ ） 　 上 記 形 態 ２ ８ 又 は ２ ９ の 消 音 器 に お い て 、 流 動 パ イ プ が 、 触 媒 板 に よ っ
て 、 本 質 的 に 、 流 動 パ イ プ の 縦 方 向 へ 延 び 空 間 的 に 分 離 さ れ た ２ つ の 流 動 路 に 分 割 さ れ て
い る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ３ １ ） 　 上 記 形 態 ２ ９ 又 は ３ ０ の 消 音 器 に お い て 、 触 媒 板 が 、 流 動 パ イ プ の 縦 中
心 線 の ま わ り に ラ セ ン 状 に ね じ ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ３ ２ ） 　 上 記 形 態 ３ １ の 消 音 器 に お い て 、 前 記 触 媒 板 は 、 流 動 パ イ プ の 縦 中 心 線
の ま わ り に 均 一 に ね じ ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ３ ３ ） 　 上 記 形 態 ３ １ 又 は ３ ２ の 消 音 器 に お い て 、 触 媒 板 が 、 流 動 パ イ プ の 長 さ
に わ た っ て 、 約 ５ ４ ０ ° － 約 ９ ０ ０ ° の 合 計 ね じ り 角 度 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ３ ４ ） 　 上 記 形 態 ２ ８ ～ ３ ３ の 消 音 器 に お い て 、 流 動 パ イ プ が 、 一 端 に 、 １ つ の
チ ャ ン バ に 接 続 さ れ る 導 入 口 を 有 し 、 他 端 に 、 他 の チ ャ ン バ に 接 続 さ れ る 排 出 口 を 有 し 、
触 媒 板 が 、 本 質 的 に 、 導 入 口 か ら 排 出 口 ま で 延 び る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ３ ５ ） 　 上 記 形 態 ２ ８ ～ ３ ４ の 消 音 器 に お い て 、 流 動 パ イ プ が 、 中 間 壁 に 対 し て
ほ ぼ 平 行 に 配 さ れ る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ３ ６ ） 　 上 記 形 態 ２ ８ ～ ３ ５ の 消 音 器 に お い て 、 中 間 壁 が 、 相 互 に ほ ぼ 平 行 な ２
つ の 部 分 壁 か ら な り 、 流 動 パ イ プ が 、 部 分 壁 の 間 に 保 持 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ３ ７ ） 　 上 記 形 態 ３ ６ の 消 音 器 に お い て 、 流 動 パ イ プ が 、 ２ つ の パ イ プ 半 部 か ら
な る こ と が 好 ま し い 。

（ 形 態 ３ ８ ） 　 上 記 形 態 ３ ７ の 消 音 器 に お い て 、 １ つ の パ イ プ 半 部 は 、 １ つ の 部 分 壁 に
一 体 に 構 成 さ れ 、 他 の パ イ プ 半 部 は 、 他 の 部 分 壁 に 一 体 に 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い
。

（ 形 態 ３ ９ ） 　 上 記 形 態 ３ ７ 又 は ３ ８ の 消 音 器 に お い て 、 触 媒 板 の 縦 縁 が 、 両 パ イ プ 半
部 の 間 の 分 離 面 の 範 囲 に 締 付 状 態 で 保 持 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
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